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歴
代
藩
主
の
霊
を
弔
う
た
め
、
毎

年
、
お
盆
に
大
照
院
で
迎
え
火
、
東

光
寺
で
送
り
火
と
「
萩
・
万
灯
会
」

が
行
わ
れ
ま
す
。
家
臣
た
ち
が
寄
進

し
た
５
０
０
基
余
り
の
石
灯
篭
に
ろ

う
そ
く
の
灯
が
と
も
り
、
幽
玄
の
世

界
へ
あ
な
た
を
誘
い
ま
す
。

迎
え
火

と　
き　
８
月
13
日（
金
）・14
日（
土
）

午
後
７
時
30
分
〜

と
こ
ろ　
大
照
院

送
り
火

と　

き　

８
月
15
日
（
日
）
午
後
７

時
30
分
〜

と
こ
ろ　
東
光
寺

問
い
合
わ
せ　

萩
市
観
光
課

（
０
８
３
８・２
５・３
１
３
９
）

と　
き　
８
月
１
日
（
日
）
午
後
８
時

〜
９
時

※
荒
天
の
場
合
は
４
日
（
水
）
に
延
期

と
こ
ろ　
菊
ヶ
浜

　
県
下
最
大
の
約
８
０
０
０
発
の
花
火

が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
真
夏
の
夜
空
を
飾

り
ま
す
。
全
国
の
有
名
花
火
師
に
よ
る

尺
玉
花
火
や
、
最
大
１
０
０
０
連
発
の

連
発
花
火
は
必
見
で
す
。

と　
き　
７
月
24
日
（
土
）
午
後
８
時

〜
９
時

と
こ
ろ　
奈
古
漁
港

問
い
合
わ
せ　
奈
古
夏
ま
つ
り
実
行
委

員
会
（
０
８
３
８
８・２・２
０
１
５
）

と　
き　
７
月
25
日
（
日
）
午
前
９
時

50
分
〜
（
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
ス
タ
ー
ト
）、

正
午
（
砂
の
芸
術
、
作
品
完
成
）

と
こ
ろ　
菊
ヶ
浜
（
沖
）

問
い
合
わ
せ　

萩
市
観
光
課

（
０
８
３
８・２
５・３
１
３
９
）

と　
き　
７
月
28
日
（
水
）
午
後
８
時

〜
９
時

と
こ
ろ　
須
佐
漁
港

問
い
合
わ
せ　

須
佐
町
観
光
協
会

（
０
８
３
８
７・６・２
２
１
９
）

萩
夏
ま
つ
り

萩
・
日
本
海

大
花
火
大
会

萩
・
万
灯
会

ひ
と
味
違
う
萩
の
夏
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か萩

の
夏
の
夜
の
風
物
詩

と　
き　
８
月
１
日（
日
）〜
３
日（
火
）

と
こ
ろ　
菊
ヶ
浜
、
住
吉
神
社
、
田
町

商
店
街
、
吉
田
町

主
な
催
し　

【
１
日
】
萩
・
日
本
海
大
花
火
大
会

【
２
日
】
市
民
総
踊
り
「
ヨ
イ
シ
ョ
コ

シ
ョ
」、
ト
コ
ト
ン
ヤ
レ
節
、
よ
さ
こ

い
維
新
、
千
代
田
区
女
み
こ
し

【
３
日
】
ス
テ
ー
ジ
、
の
ん
た
大
提
灯

パ
レ
ー
ド
、
お
船
謡
、
住
吉
み
こ
し

問
い
合
わ
せ　

萩
商
工
会
議
所

内
萩
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
０
８
３
８・２
５・３
３
３
３
）

萩広域イベントインフォメーション
と　

き　

７
月
18
日
（
日
）
午
前

９
時
〜

と
こ
ろ　
道
の
駅
萩
し
ー
ま
ー
と

内　

容　

ア
ジ
寿
司
無
料
試
食
、

活
き
ア
ジ
つ
か
み
取
り
、
浜
値
即

売
、
漁
協
婦
人
部
屋
台
村
等

問
い
合
わ
せ　

道
の
駅
萩
し
ー
ま

ー
と

（
０
８
３
８・２
４・４
９
３
７
）

須
佐
湾
大
花
火
大
会

奈
古
夏
ま
つ
り　大花

火
大
会

８
０
０
０
発
の
花
火
を
堪
能

　

千
代
田
区
「
女
み
こ
し
」
の
総
勢

１
５
０
人
が
萩
夏
ま
つ
り
に
参
加
し
ま

す
。
昨
年
11
月
に
江
戸
開
府
４
０
０
年

を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
た
「
江
戸
天
下

祭
」
に
平
安
古
備
組
88
人
が
参
加
し
ま

し
た
が
、
交
流
事
業
と
し
て
実
現
し
ま

し
た
。

　
千
代
田
区
「
女
み
こ
し
」
は
昭
和
52

年
に
始
ま
り
、
華
や
か
な
衣
裳
で
若
い

女
性
に
人
気
。
新
聞
・
テ
レ
ビ
等
で
全

国
に
紹
介
さ
れ
、
元
祖
「
女
み
こ
し
」

と
し
て
神
田
祭
の
名
物
と
な
っ
て
い
ま

す
。

女
み
こ
し

萩
の
瀬
つ
き
あ
じ
ま
つ
り

萩
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
２
０
０
４

　
　
　
　
　
　
　
砂
の
芸
術
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北
の
総
門
は
、
藩
政
時
代
に
城
下
か

ら
三
の
丸
（
現
在
の
堀
内
地
区
）
に
出

入
り
す
る
通
行
人
を
監
視
す
る
た
め
に

設
け
ら
れ
て
い
た
城
門
の
う
ち
の
ひ
と

つ
。
他
に
、
中
の
総
門
、
平
安
古
の
総

門
が
あ
り
、３
つ
の
門
を
総
称
し
て「
大

手
三
つ
の
門
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

当
時
は
、
各
総
門
に
そ
れ
ぞ
れ
門
番
が

常
駐
し
、暮
れ
六
つ
時
（
夕
方
６
時
頃
）

か
ら
明
け
六
つ
時
（
朝
６
時
頃
）
ま
で

門
を
閉
じ
、
鑑
札
を
持
っ
た
者
以
外
の

通
行
を
許
さ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
北
の
総
門
の
復
原
整
備
は
、
①
発
掘

調
査
で
正
確
な
位
置
や
屋
根
葺
材
が
本

瓦
だ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
、
②
萩
藩

に
伝
わ
る
古
文
書
の
記
述
か
ら
規
模
や

各
部
の
寸
法
が
明
ら
か
に
な
っ
た
、
③

江
戸
時
代
の
古
絵
図
と
明
治
初
年
頃
の

古
写
真
か
ら
屋
根
の
仕
様
が
分
か
っ
た

こ
と
な
ど
か
ら
復
原
に
必
要
な
具
体
的

要
素
が
揃
っ
た
た
め
。

　
総
門
は
脇
戸
付
き
の
高
麗
門
、
切
妻

造
、
本
瓦
葺
。
高
麗
門
と
は
、
本
柱
の

後
方
に
控
え
柱
を
立
て
、
本
柱
が
支
え

る
切
妻
屋
根
と
は
別
に
、
こ
れ
と
直
角

に
控
え
柱
の
上
に
も
左
右
２
つ
の
切
妻

小
屋
根
を
か
け
た
も
の
で
、
城
の
門
と

し
て
は
一
般
的
な
形
式
で
す
。

　
古
文
書
に
よ
る
と
、
柱
間
約
5.9

m
、
高
さ
約
７
m
も
の
大
き
さ
で
、
日

本
最
大
級
の
高
麗
門
で
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
て
お
り
、
完
成
す
れ
ば
、
観
光
の

目
玉
の
ひ
と
つ
と
し
て
脚
光
を
浴
び
そ

う
で
す
。

　
使
用
さ
れ
る
主
な
部
材
は
、
高
さ
４

m
・
重
さ
約
２
ｔ
の
本
柱
２
本
と
、
そ

の
上
に
架
け
ら
れ
る
長
さ
８
m
、
重

さ
約
４
ｔ
の
冠
木
。
い
ず
れ
も
樹
齢

２
０
０
〜
２
５
０
年
の
九
州
産
の
重
厚

な
ケ
ヤ
キ
材
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
総

事
業
費
は
約
１
億
円
。

　
国
指
定
史
跡
・
萩
城
跡
に
あ
っ
た
城
門
「
北
の
総
門
」
が
、
明
治
４
年
の
解
体
以
来
、
約
１
３
０

年
振
り
に
よ
み
が
え
り
ま
す
。
萩
市
が
昨
年
10
月
か
ら
復
元
整
備
を
進
め
て
い
る
も
の
で
、
萩
開
府

４
０
０
年
記
念
事
業
の
ひ
と
つ
。
５
月
10
日
か
ら
３
日
間
か
け
て
門
軸
部
の
組
立
て
が
行
な
わ
れ
、

現
在
は
屋
根
瓦
を
葺
く
な
ど
細
部
の
作
業
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
完
成
は
10
月
下
旬
の
予
定
。

史
跡
萩
城
跡
「
北
の
総
門
」
を
復
原
整
備

国
内
で
は
最
大
級
の
高
麗
門菊屋家住宅 菊屋家住宅 

萩看護学校 萩看護学校 

素
水
園 

素
水
園 

萩
博
物
館 

萩
博
物
館 

外
堀 

外
堀 堀内２区の３ 

北の総門 

■
屋
根
下
地
の
下
地
の
土
井
葺
作
業

　
葺
板
（
椹
さ
わ
ら
ざ
い
材
を
手
割
り
し
た
も
の
）

を
口
か
ら
出
し
た
竹
釘
で
止
め
て
い
く

■
慶
安
５
年
（
１
６
５
２
）
に
描
か
れ

た
絵
図

■完成予想図

萩開府４００年記念事業

　
日
本
郵
政
公
社
が
、
萩
開
府
４
０
０

年
を
記
念
し
た
「
ふ
る
さ
と
切
手
『
萩

開
府
４
０
０
年
』」
を
６
月
21
日
に
発

売
。
現
在
、中
国
地
方
の
各
郵
便
局
や
、

全
国
の
中
央
郵
便
局
な
ど
で
販
売
（
全

国
で
８
０
０
万
枚
）
し
て
い
ま
す
。

　
切
手
は
、
萩
開
府
以
降
行
わ
れ
て
き

た
伝
統
行
事
・
大
名
行
列
を
図
柄
に
し

た
80
円
郵
便
切
手
（
１
シ
ー
ト
20
枚
）。

原
画
に
は
、
歌
川
国
芳
・
豊
原
国
周

に
師
事
し
た
浮
世
絵
師
・
橋
本
周ち
か
の
ぶ延

（
１
８
３
８
〜
１
９
１
２
年
）
の
「
毛

利
敬た
か
ち
か親
大
名
行
列
錦
絵
」（
萩
市
郷
土

博
物
館
所
蔵
）
が
使
用
さ
れ
、
敬
親
公

の
江
戸
へ
の
参
勤
交
代（
品
川
あ
た
り
）

を
色
彩
豊
か
に
表
現
（
明
治
22
年
作
）。

　
「
ふ
る
さ
と
切
手
」
は
今
年
度
、
全

国
で
14
種
類
が
発
行
さ
れ
る
予
定
。
中

国
地
方
で
は
『
萩
開
府
４
０
０
年
』
が

唯
一
。

「
萩
開
府
４
０
０
年
」

ふ
る
さ
と
切
手

６
月
21
日
か
ら
発
売
中
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関西の萩③

　
関
西
の
鉄
道
は
明
治
７（
１
８
７
４
）

年
５
月
11
日
、
大
阪
ー
神
戸
間
の
開
通

に
始
ま
る
。
大
阪
の
玄
関
口
と
な
っ
た

大
阪
駅
は
、
当
初
「
梅
田
ス
テ
ン
シ

ョ
」
の
名
で
親
し
ま
れ
た
。
２
階
建

て
、瓦か
わ
ら
ぶ葺

き
、れ
ん
が
造
り
の
駅
舎
は
、

当
時
と
し
て
は
洒し
ゃ
れ落
た
建
物
だ
っ
た
と

い
う
。
場
所
は
い
ま
の
駅
舎
西
側
、
中

央
郵
便
局
の
あ
た
り
に
あ
っ
た
。

　
以
前
の
梅
田
は
、
大
阪
七
墓
の
ひ
と

つ
に
数
え
ら
れ
た
広
大
な
墓
地
で
あ

る
。
も
っ
と
以
前
に
泥
田
を
埋
め
て
で

き
た
土
地
な
の
で
、
埋
田
か
ら
梅
田
の

地
名
が
生
じ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

　
初
代
大
阪
駅
長
と
し
て
赴
任
し
た
の

は
、
も
と
長
州
藩
士
で
鉄
道
寮
職
員
の

武
藤
正
明
だ
。
郷
里
を
引
き
払
い
、
鉄

道
官
吏
に
な
っ
た
。
鉄
道
畑
を
選
ん
だ

の
は
、
親
類
で
鉄
道
頭
の
井
上
勝
を
頼

っ
た
か
ら
だ
ろ
う
か
。

　
正
明
の
人
柄
は
謹
厳
実
直
だ
っ
た
と

い
う
。
幕
末
に
進
ん
で
危
地
に
身
を
投

じ
た
よ
う
な
形
跡
は
見
ら
れ
な
い
。
た

だ
慶
応
２
（
１
８
６
６
）
年
、
第
２
次

幕
長
戦
争
の
さ
い
、
芸
州
口
で
幕
府
軍

相
手
に
戦
っ
た
記
録
が
残
る
。

　

正
明
の
妻
は
タ
ケ
（
武
）
と
い
い
、

高
杉
家
か
ら
嫁
い
で
き
た
。
奇
兵
隊
を

結
成
し
、
維
新
の
原
動
力
と
な
っ
た
高

杉
晋
作
は
、
タ
ケ
の
実
の
兄
で
あ
る
。

　

正
明
が
大
阪
駅
長
を
退
い
た
の
は

明
治
12
年
６
月
だ
。
そ
の
後
も
鉄
道

官
吏
と
し
て
各
地
で
勤
務
し
、
明
治
26

（
１
８
９
３
）
年
に
退
官
。
明
治
41
年

５
月
24
日
、
東
京
の
自
宅
で
75
歳
の
生

涯
を
閉
じ
て
い
る
。

　
時
は
流
れ
て
大
阪
駅
創
業
１
０
０
年

の
年
。『
朝
日
新
聞
』
大
阪
本
社
社
会

部
の
記
者
は
、
出
身
地
す
ら
忘
れ
ら
れ

て
い
た
初
代
駅
長
の
面
影
を
追
う
う

ち
、晋
作
の
義
弟
だ
っ
た
こ
と
を
知
る
。

さ
ら
に
記
者
は
、
実
の
孫
に
あ
た
る
武

藤
梅
子
を
千
葉
県
に
探
し
て
訪
ね
、
そ

の
談
話
を
聴
取
し
た
。

　
「
武
お
ば
あ
さ
ん
は
、
高
杉
晋
作
の

妹
だ
け
あ
っ
て
、
し
つ
け
も
非
常
に
謹

厳
で
し
た
。
正
明
お
じ
い
さ
ん
は
や
さ

し
い
人
で
お
酒
好
き
。
大
阪
で
は
よ
く

茶
屋
遊
び
も
し
て
い
た
そ
う
で
す
よ
。

出
世
に
は
む
と
ん
ち
ゃ
く
な
人
で
し

た
。
人
生
を
楽
し
む
人
だ
っ
た
の
で
、

あ
ま
り
え
ら
く
は
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
」

　
晋
作
の
義
弟
、
初
代
大
阪
駅
長
と
い

っ
た
肩
書
を
秘
め
な
が
ら
、
飄
ひ
ょ
う
ぜ
ん

然
と

明
治
を
駆
け
抜
け
た
一
人
の
防
長
人
の

生
き
方
に
、
共
感
を
覚
え
ず
に
は
い
ら

れ
な
い
。

（
平
成
16
年
１
月
18
日
付
朝
日
新
聞
山

口
県
内
版
「
関
西
の
防
長
⑫
」
よ
り
）

萩
市
特
別
学
芸
員　
一
坂
太
郎

（
菊
川
町
在
住
）

謹厳実直	晋作の義弟

「
や
さ
し
い
人
で
お
酒
好
き
」

	初代大阪駅長

⇧初代大阪駅
明治7（1874）年
５月 11日開業

初代大阪 駅長
（明治７年５月11日〜12年６月）

武藤正明

⇦第４代大阪駅
昭和54（1979）年
12月 15日開業

（現在）
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「
明
日
、
ま
た
明
日
と
時
は
小
刻
み

な
足
取
り
で
、
つ
い
に
は
歴
史
の
最
後

の
一
瞬
に
辿
り
つ
く
。
昨
日
と
い
う
日

は
全
て
愚
か
な
人
間
が
塵
と
化
す
死
へ

の
道
を
照
ら
し
て
き
た
。
消
え
ろ
、
消

え
ろ
、
束
の
間
の
灯
火
。
人
生
は
歩
き

回
る
影
法
師
、
哀
れ
な
役
者
だ
。
舞
台

の
上
で
大
げ
さ
に
見
え
を
き
っ
て
も
出

番
が
終
わ
れ
ば
消
え
て
し
ま
う
、
白
痴

の
し
ゃ
べ
る
物
語
だ
。
わ
め
き
た
て
る

騒
ぎ
と
怒
り
は
す
さ
ま
じ
い
が
何
一
つ

意
味
は
あ
り
は
し
な
い
」

　
楽
し
か
ら
ず
や
・
・
・
・
。

　
「
萩
」
が
栄
え
て
い
く
為
に
具
体
的

に
２
つ
の
事
を
思
っ
て
い
ま
す
。
一
つ

は
貸
し
出
し
用
の
自
転
車
の
他
に
ミ
ニ

カ
ー
を
用
意
し
て
椿
の
絵
柄
で
目
立
つ

よ
う
に
し
、
観
光
の
お
客
様
で
す
か
ら

ど
こ
で
も
駐
車
Ｏ
Ｋ
と
い
う
の
は
い
か

が
で
し
ょ
う
。

　
二
つ
目
は
萩
に
「
人
」
あ
り
き
を
提

案
し
ま
す
。
物
は
時
代
と
共
に
移
り
ゆ

く
対
象
で
追
い
か
け
続
け
る
の
は
し
ん

ど
い
事
で
す
。
し
か
し
「
人
」
は
永
遠

で
す
。
つ
ま
り
顔
の
見
え
る
店
主
の
店

を
作
る
方
法
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
例

え
ば
さ
ま
ざ
ま
な
職
人
さ
ん
で
唯
一
の

も
の
を
売
る
店
が
並
ぶ
町
。
手
作
り
の

台
所
用
品
や
さ
ん
、
あ
な
た
だ
け
の
帽

子
・
手
袋
・
マ
フ
ラ
ー
や
さ
ん
、
本
の

装
丁
や
さ
ん
、
部
屋
に
合
わ
せ
た
照
明

　
故
岡
本
太
郎
さ
ん
は
「
芸
術
は
バ
ク

ハ
ツ
だ
」と
名
言
を
残
さ
れ
ま
し
た
が
、

恐
れ
な
が
ら
私
は
「
毒
の
美
し
さ
こ
そ

芸
術
だ
」
と
思
っ
て
い
ま
し
て
自
分
の

ス
タ
イ
ル
と
運
命
を
共
に
し
、
や
り
た

い
こ
と
だ
け
を
や
っ
て
い
ま
す
。

　ズーム
　アップ		

戸
村　

孝
子

（
横
浜
市
在
住
、
昭
和
39
年
萩
高
校
卒
）

美
術
家
・
舞
台
芸
術
家

　
し
か
し
、
毒
を
塗
れ
ば
作
品
に
な
る

わ
け
は
な
く
己
の
中
に
あ
る
も
の
し
か

頼
れ
な
い
、
そ
の
源
は
、
や
は
り
萩
の

空
気
、
土
、
風
景
、
人
々
等
か
ら
無
意

識
の
内
に
吸
収
し
身
体
に
住
み
込
ん
だ

何
か
が
作
品
と
な
っ
て
い
る
ら
し
い
の

　

自
分
の
ス
タ
イ
ル
と
運
命
を
共
に
し
、

や
り
た
い
こ
と
だ
け
を
や
っ
て
い
ま
す
。

で
す
。
萩
高
時
代
学
校
の
行
き
帰
り
に

菊
ヶ
浜
で
英
単
語
を
憶
え
な
が
ら
寄
せ

来
る
波
頭
に
鬼
の
ツ
ラ
を
想
像
し
て
い

ま
し
た
し
、
大
照
院
の
居
並
ぶ
燈
籠
を

数
え
な
が
ら
黄
泉
の
国
へ
と
桜
吹
雪
で

敷
き
詰
め
た
道
を
空
想
し
非
日
常
を
頭

の
中
で
遊
ん
で
い
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
す
。

　
こ
こ
に
作
品
を
お
見
せ
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
せ
め
て
絵
の
題
名
か
ら
察
し
て

頂
く
こ
と
に
し
ま
す
。
例
え
ば
「
夜
光

時
計
」、「
気
配
」、「
悪
夢
は
壁
の
中
に

眠
る
」、「
浮
遊
す
る
女
た
ち
」、「
連
声
」、

「
深
淵
」
等
。
そ
ん
な
風
な
作
品
を
制

作
し
て
い
た
事
が
接
点
と
な
り
、
舞
台

美
術
と
の
運
命
的
な
出
会
い
と
申
し
ま

す
か
、
ご
縁
が
待
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
か
ら
十
四
、五
年
前
の
こ
と
で
す
。

演
出
家
・
鈴
木
忠
志
氏
（
現
静
岡
県
舞

台
芸
術
劇
場
総
監
督
）
と
出
会
い
ま
し

た
。
ご
存
じ
の
通
り
鈴
木
氏
は
早
稲
田

小
劇
場
時
代
、
寺
山
修
司
、
唐
十
郎
と

共
に
三
羽
烏
と
い
わ
れ
日
本
固
有
の
文

化
を
舞
台
に
乗
せ
て
世
界
に
発
信
し
て

い
る
人
で
す
。
完
全
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

鈴
木
ワ
ー
ル
ド
を
創
り
上
げ
て
い
る
演

出
家
で
す
か
ら
世
界
が
放
っ
て
置
く
は

ず
は
な
く
、
半
分
は
海
外
で
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
か
ら
自
ず
と
美
術
担
当
の
私

も
モ
ス
ク
ワ
、ア
テ
ネ
、ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、

等
今
日
も
楽
し
く
精
進
さ
せ
て
頂
い
て

い
ま
す
。

　

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
は
言
っ
て
い
ま

す
。

萩
へ
の
一
言

作
り
や
さ
ん
、
夏
み
か
ん
を
中
心
に
フ

ル
ー
ツ
酒
や
さ
ん
、
個
人
の
寸
法
に
合

わ
せ
た
下
着
や
さ
ん
等
ず
ら
り
と
並
ん

だ
職
人
の
町
が
あ
れ
ば
近
隣
か
ら
遠
方

か
ら
物
を
求
め
千
客
万
来
で
観
光
と
の

相
乗
効
果
が
生
き
て
来
る
よ
う
に
思
う

の
で
す
が
。

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

雅
号
は
護
嶋
春
水
。
日
本
美
術

家
連
盟
会
員
、
演
劇
人
会
議
会
員
。

１
９
４
３
年
、
京
都
府
綾
部
市
に

歯
科
医
の
次
女
と
し
て
生
ま
れ
る
。

１
９
４
８
年
、
島
根
県
津
和
野
町
に

転
居
。
１
９
５
３
年
、
萩
市
に
転
居
。

１
９
６
１
年
、
山
口
県
立
萩
高
等
学
校

卒
業
。
１
９
６
３
年
、
女
子
美
術
短
期

大
学
卒
業
。
１
９
７
０
年
、絵
画
塾（
大

曽
根
絵
画
教
室
）開
設
。
１
９
８
３
年
、

横
浜
美
術
協
会
展
教
育
委
員
会
長
賞
受

賞
。
１
９
９
３
年
、
二
紀
会
展
女
流
画

家
奨
励
佐
伯
賞
受
賞
。
１
９
９
９
年
、

画
集
「
壷
中
夢
１
」
発
行
。

画
集
「
壷
中
夢
１
」（
Ａ
＆
Ｑ　
Ａ
Ｒ

Ｔ　
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｙ
か
ら
発
行
、
40

ペ
ー
ジ
）
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▲トビウオ
（角アゴとよばれるツクシトビウオ）

　
今
回
は
ト
ビ
ウ
オ
。
対
馬
暖
流
に
乗

っ
て
南
の
海
か
ら
日
本
海
を
北
上
す
る

お
魚
で
、
ト
ビ
ウ
オ
が
萩
沖
に
登
場
す

る
と
、
い
よ
い
よ
夏
。
沖
に
出
る
と
、

翼
の
よ
う
な
胸
鰭
を
広
げ
て
滑
空
す
る

姿
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
観
察

で
、
種
類
に
よ
っ
て
は
５
０
０
ｍ
も
飛

ぶ
種
類
も
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
萩
地

区
で
は
、「
丸
ア
ゴ
」
と
呼
ば
れ
る
ホ

ソ
ト
ビ
ウ
オ
と
、「
角
ア
ゴ
」
と
よ
ば

れ
る
ツ
ク
シ
ト
ビ
ウ
オ
の
２
種
が
多
く

漁
獲
さ
れ
ま
す
。
萩
で
は
６
月
上
旬
か

ら
８
月
い
っ
ぱ
い
が
漁
期
、
数
多
く
獲

れ
る
お
魚
な
の
で
、
価
格
も
安
い
大
衆

魚
で
す
。

　
瀬
戸
内
で
は
獲
れ
ず
、
山
口
県
で
は

萩
を
始
め
と
す
る
北
浦
の
名
物
。
萩
も

そ
う
で
す
が
、
山
陰
方
面
で
は
全
般
に

ト
ビ
ウ
オ
を
「
ア
ゴ
」
と
呼
ん
で
い
ま

す
。
身
は
と
に
か
く
弾
力
に
富
ん
で
い

て
、
し
っ
か
り
し
た
歯
応
え
と
、
濃
い

旨
み
が
特
長
で
す
。
お
隣
の
島
根
県
浜

田
で
は
、
ト
ビ
ウ
オ
す
り
身
を
使
っ
た

「
ア
ゴ
竹
輪
」
が
特
産
品
と
し
て
有
名
。

福
岡
や
長
崎
で
は
「
ア
ゴ
だ
し
」
と
い

っ
て
、
焼
き
干
し
し
た
ト
ビ
ウ
オ
を
出

汁
に
使
う
家
庭
も
多
く
、
旨
み
成
分
の

多
い
お
魚
の
証
明
で
す
。
一
袋
に
５
匹

入
っ
て
２
０
０
円
〜
３
０
０
円
な
ど
と

価
格
も
安
く
、
見
た
感
じ
あ
ま
り
美
味

し
そ
う
な
お
魚
に
は
見
え
ま
せ
ん
が
、

味
は
一
級
品
。
脂
は
少
な
い
も
の
の
、

締
ま
っ
た
身
と
、深
い
コ
ク
が
特
長
で
、

お
刺
身
・
塩
焼
き
・
小
型
の
フ
ラ
イ
が

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
。

　
多
少
手
間
は
か
か
り
ま
す
が
、
お
勧

め
は
ト
ビ
ウ
オ
の
す
り
身
の
唐
揚
や
団

子
汁
。
新
鮮
な
ト
ビ
ウ
オ
を
三
枚
に
お

ろ
し
、
身
の
部
分
を
フ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ

サ
ー
で
ミ
ン
チ
状
に
し
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
包
丁
の
背
で
叩
い
て
ミ
ン
チ
に
し
て

も
Ｏ
Ｋ
で
す
。
一
口
大
の
大
き
さ
に
丸

め
、
塩
コ
シ
ョ
ウ
で
下
味
を
付
け
、
そ

の
ま
ま
唐
揚
げ
に
す
る
と
、
ト
ビ
ウ
オ

特
有
の
身
の
弾
力
と
旨
味
を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
ミ
ン
チ
を
一
口

大
に
し
て
、
澄
ま
し
汁
の
椀
ダ
ネ
に
、

こ
れ
も
絶
品
で
す
。

とびうお（アゴ）

▲すり身を椀ダネにした
澄まし汁

夏
を
告
げ
る
旬
魚

締
ま
っ
た
身
と
、

　
　
　
深
い
こ
く
が
特
長

お
勧
め
は
団
子
汁
と

　
　
　
　
ミ
ン
チ
の
唐
揚
げ

　
漁
具
や
船
具
の
収
集
・
展
示
の
音
頭

を
と
ら
れ
た
漁
協
理
事
・
小
畑
嘉
道
さ

ん
に
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
萩
沖
見
島
に
、
古
く
か
ら
伝
わ
る
和

船
競
争
「
お
し
あ
い
」。
一
番
古
い
資

料
記
録
は
明
治
４
年
、
こ
の
年
に
住
吉

神
社
が
焼
失
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
そ

れ
以
前
の
記
録
が
な
い
の
で
す
が
、
藩

政
時
代
か
ら
、
住
吉
神
社
の
祭
礼
時
の

催
し
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
後
継
者
の
不
足
や
艇
庫

の
老
朽
化
な
ど
で
、
残
念
な
が
ら
３
年

前
か
ら
中
断
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
和
船
競
争
は
、
玉
江
地
区
の
「
お
し

く
ら
ご
う
」
が
有
名
で
す
が
、
今
年
は

萩
開
府
４
０
０
年
の
記
念
大
会
と
い
う

こ
と
で
、
６
月
６
日
、
我
が
見
島
の
お

し
あ
い
チ
ー
ム
も
遠
征
参
加
。
事
前
の

練
習
の
成
果
も
あ
っ
て
、
地
区
対
抗
の

和
船
レ
ー
ス
で
見
事
優
勝
、
参
加
者
一

同
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
一
方
、今
年
の
３
月
末
に
、こ
の
「
お

し
あ
い
」
に
使
用
さ
れ
る
２
艘
の
五
丁

櫓
和
船
「
金
波
」
と
「
銀
波
」
を
収
納

展
示
す
る
「
お
し
あ
い
の
館
」
が
漁
協

見
島
支
所
の
隣
接
地
に
竣
工
。
単
な
る

艇
庫
と
し
て
使
用
だ
け
で
は
も
っ
た
い

な
い
と
考
え
、
地
区
の
漁
業
者
や
関
係

者
の
協
力
を
得
て
、
島
に
残
る
数
々
の

伝
統
漁
具
や
船
具
・
衣
類
な
ど
を
、
各

自
が
持
ち
寄
り
展
示
。
私
自
身
も
多
く

の
漁
具
と
と
も
に
、
家
宝
と
し
て
大
事

に
し
て
い
た
船
箪
笥
を
提
供
し
ま
し

た
。

　
「
お
し
あ
い
」
に
使
用
す
る
五
丁
櫓

船
も
、
も
と
も
と
は
鯨
漁
用
の
船
が
そ

の
原
型
の
よ
う
で
、「
お
し
あ
い
の
館
」

は
、い
わ
ば
見
島
の
漁
業
民
俗
資
料
館
。

そ
れ
ぞ
れ
の
展
示
品
の
解
説
も
、
お
よ

そ
１
か
月
か
け
て
自
分
達
で
考
え
、
毛

筆
手
書
き
で
表
示
、
ま
さ
に
住
民
手
づ

く
り
の
資
料
館
と
な
っ
て
い
ま
す
。
見

島
に
お
越
し
に
な
る
方
々
に
是
非
ご
覧

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 小	畑	嘉	道氏

（見島本村在住）

６
月
６
日
、
地
区
対
抗
和
船

競
漕
で
見
島
チ
ー
ム
が
優
勝

山口はぎ漁業協同組合理事

見島和船展示館

「おしあいの館」

▲鯨漁に使用した銛

　和船競争の五丁櫓船の
保管庫「おしあいの館」
が見島に竣工。

「
お
し
あ
い
の
館
」
は
、

見
島
の
漁
業
民
俗
資
料
館

▲小畑家の家宝「船箪笥」
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　夏のギフトに最適な萩の特産品を、ポータルサイト” 萩・情報の駅” オンライン
ショッピング登録のサイトからピックアップしてみました。ご紹介した商品のほか
にも沢山の商品がありますので、是非、アクセスしてみてください。

産地直送便
on	line	shopping

http://www.city.hagi.yamaguchi.jp/portal/kau/online/アドレス

　無添加で、すぐにくずれてしまうやわらかさが特徴の夏み
かんジュレと、	夏みかんの苦味が出ないようほどよくしぼっ
た夏みかんジュースのセットです。
　夏みかんジュース２本、夏みかんジュレ３個

注）紹介しました商品情報は、６月末日時点インターネットに公開されているものです。商品価格・商品内容・取引条件・申し込み方法等は、各販売元に直接ご確認ください。

夏みかんジュース・ジュレのセット　2,830 円（税込・送料別） 有限会社	たけなか
山口県萩市椿東梶ヶ原 2234-3
Tel　0838 ー 26ー 0066
Fax　0838 ー 25ー 1561
natumikan@haginet.ne.jp
http://www.haginet.ne.jp./users/
natumikan/

　萩沖産の新鮮な地魚の一夜干しアラカルトです。おかずに、そ
して酒の肴にと、いろいろな味が楽しめるセットです。
　カマス一夜干２枚・カレイ一夜干２枚・甘ダイ１枚　チリメン
100g・しそわかめ70ｇ・瀬あじ開き２枚・瀬あじミリン３枚・
ウルメ５尾

萩の前浜セット　 4,050 円（送料・税込み） 有限会社	大つち
山口県萩市浜崎町 215番地
Tel　0838 ー 22ー 0846
Fax　0838 ー 26ー 0846
ootuti@sweet.ocn.ne.jp

　萩の名産「焼き抜き蒲鉾・ちくわ」に、うに蒲鉾・珍味蒲鉾な
ど自慢の逸品を詰合せたセットです。
　極上萩王１本・極上萩小町　４本・珍味蒲鉾（えそ、うに、い
わし）各１本・極上うにかま１本・極上天ぷら４枚・ふくちくわ
３本・萩かま焼１枚

まごころセット（練り製品詰合せ）　3,500 円（送料・税別） 株式会社	村田蒲鉾店
山口県萩市椿沖田 2108
Tel　0838 ー 22ー 0877
Fax　0838 ー 22ー 1160
murata01@ymg.urban.ne.jp
http://www.ymg.urban.ne.jp/home/
murata01/

　「萩ビール “村塾” Sonjuku」三種類の詰合せです。	麦芽とホップ
の組合せや、酵母などもそれぞれ別のものを使用、「維新三傑」の三
人同様に、それぞれに個性があり違う魅力を備えています。
容量：500　３本セットヴァイツェン×１本（木戸孝允）、ブラウンエール×
１本（西郷隆盛）、ペールウェル×１本（大久保利通）

維新三傑ビール　1,950 円（税込・送料別） 株式会社	柚子屋本店
山口県萩市椿東字奈古屋 1189
Tel　0838 ー 25ー 7511
Fax　0838 ー 25ー 6311
http://www.sonjuku.co.jp/beer/index.
shtml
cyber_shop@sonjuku.co.jp

　萩沖で獲れた活魚（エソ）を主原料とし、魚の味が生きた
昔ながらの味を今も受け継いだ伝統の味です。
　蒲鉾、ごぼう巻き、朱巻の詰め合せ

練り製品詰合せ　2,800 円（送料別、税別） 萩甚・矢次蒲鉾店
山口県萩市恵美須町 1
Tel　0838 ー 22ー 1337
Fax　0838 ー 22ー 1337
kyatsugi@lily.ocn.ne.jp
http://www.haginet.ne.jp/users/hagi/kouryuu/yatugi/
index.html

　見蘭牛の最高級特撰サーロインは、肉の旨みとコクが口の
中に広がる贅沢な逸品のステーキです。
　見蘭牛サーロンステーキ 200ｇ×３枚

見蘭牛ステーキ　8,400 円（税込、送料別） 株式会社	みどりや
山口県萩市大字堀内 89番地
Tel　0838 ー 25ー 1232
Fax　0838 ー 26ー 1129
http;//mishimaushi.com

　本だいだいしぼり酢 720ml とポポンのポン 720ml に、赤
おろし 50gのセットです。
　ギフトセットに最適です。

ぽん酢・赤おろし詰合せ　3,150 円（税込、送料別） 株式会社	岸田商会
山口県萩市土原 608-1
Tel　0838 ー 25ー 5700
Fax　0838 ー 26ー 0560
kishida@ponzuya.co.jp	
http://www.ponzuya.co.jp/index.html

★【プレゼント】今回ご紹介しました
商品のうち、「夏みかんジュースとジ
ュレのセット」、「萩の前浜セット」、「ま
ごころセット」を抽選で各商品２名様
にプレゼント。ご希望の方は、官製は
がきに希望商品名・住所・氏名・電話
番号を明記の上、〒 758 − 8555　萩
市江向 510　萩ネットワーク協会プレ
ゼント係宛にご応募ください。締切は
平成 16年７月 31日（消印有効）。
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高
台
に
建
つ
屋
敷
（
現
在
は
料
亭
）

か
ら
、
樹
齢
５
０
０
年
に
も
及
ぶ
エ
ゾ

松
を
含
む
貴
重
な
盆
栽
群
や
、
滝
の
流

れ
る
池
泉
、
茶
室
な
ど
が
見
下
ろ
せ
る

形
で
広
が
る
『
八
芳
園
』。
そ
の
見
事

な
ま
で
の
景
観
は
、
八
方
か
ら
見
て
も

美
し
い
庭
園
と
い
う
名
の
由
来
の
と
お

り
、
地
形
の
変
化
に
富
み
、
四
季
折
々

に
多
彩
な
表
情
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　
か
つ
て
は
「
天
下
の
ご
意
見
番
」
と

言
わ
れ
た
大
久
保
彦
左
衛
門
が
余
生
を

過
ご
し
た
こ
の
地
を
、
日
立
製
作
所
の

創
始
者
で
あ
る
久
原
房
之
助
が
別
荘
地

と
し
て
手
に
入
れ
た
の
は
大
正
14
年
の

こ
と
。
そ
し
て
、
久
原
は
３
千
坪
の
敷

地
を
約
４
倍
に
ま
で
拡
張
す
る
と
と
も

に
庭
園
を
整
備
。
ま
さ
に
「
政
財
界
の

巨
峰
」
な
ら
で
は
の
贅
と
粋
と
を
極
め

た
空
間
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　
し
か
し
第
二
次
大
戦
後
、
久
原
は
敗

戦
し
た
日
本
の
実
情
を
考
慮
し
、
個
人

で
所
有
す
る
の
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と

の
判
断
か
ら
長
谷
観
光
株
式
会
社
に
譲

渡
。
現
在
で
は
レ
ス
ト
ラ
ン
や
テ
ィ
ー

ラ
ウ
ン
ジ
が
設
け
ら
れ
、
風
光
明
媚
な

景
色
を
多
く
の
人
が
楽
し
ん
で
い
ま

す
。

【
住　
所
】
東
京
都
港
区
白
金
台
１—

１—

１

（
０
３・３
４
４
３・３
１
１
１
）、
地
下

鉄
南
北
線
・
都
営
三
田
線
白
金
台
駅
よ

り
徒
歩
１
分

　
午
前
10
時
〜
午
後
10
時
（
レ
ス
ト
ラ

ン
は
店
に
よ
り
営
業
時
間
が
異
な
り
ま

す
）、
年
末
年
始
・
夏
期
休
暇
あ
り

旧久原房之助邸

政財界の雄は、白金の台地に地上の
楽園をつくりあげた。

庭園内の高台に建つ
「壷中庵」外観

−八芳園−

〇澤辰美（兵庫県宝塚市）　５月上旬に訪萩しましたが、
天候が悪く残念でした。でも雨の中静かな萩を散策できま
した。しーまーとでの焼き魚はとても焼き具合がよく、お
いしくいただきました。ＪＲのジパング倶楽部の５月号に
萩や津和野のコースもあり、おもしろく掲載されていまし
た。
〇井町美和子（大阪市天王寺区）　いつも萩の情報を心待
ちにしております。父（赤木新吉）が菊ヶ浜を美しくする
為頑張っているので、勇気をもらいました。いつまでも美
しい古里であって欲しいと思います。
〇林和子（埼玉県上尾市）　萩ネットワークは、毎回楽し
みに読んでいます。歴史上の人物の事は感動を覚え、菊ヶ
浜を日本一美しくする会には、白い砂浜を思いおこし嬉し
く思いました。萩を誇りにしています。
〇中村緑（指月画廊、神奈川県藤沢市）　長い間離れてい
ますが、クラス会のとき出る話は、萩での昔苦労した思い
出話いっぱいです。いい所に生まれたと思っています。
〇林賢治（埼玉県川越市）　毎号楽しみにしています。年
に何度か「明経中」や「萩高」の仲間と会っており、萩ネ
ットワークでの情報が提供できて、とても役立っておりま
す。53号では伯父とメールボックスで名前が同紙面に載
ったことが、何とも不思議でなりません。
〇右田忠司（千葉県市原市）　ネットワークいつも楽しく
拝読しております。５月号の記事で驚いたのは「須佐町が
広域合併協議会から離脱した」ことです。同町出身の一人
として全く残念でなりません。「情報アラカルト」は参考
になり、時折活躍しております。
〇大野雄二（千葉県川崎市）　６月１日に所用で宮城県・
仙台市に行きましたが、１日午後３時50分からの宮城テ
レビの番組「ＯＨ！バンデス」で萩市からのお取り寄せコ
ーナーで、夏みかんの羊羹が紹介されていました。製造元
（光國本店）の女将さんが取材を受けておられました。

　会員からのお便り
めーるぼっくす

　

26
人
出

席
。
木
村
幸

美
支
部
長
か

ら
、
２
５
０

人
に
案
内
を

郵
送
し
60
人

回
答
、
う
ち

出
席
者
は
26

人
と
の
報
告

が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、

今
年
度
か
ら

からたち会関西支部総会
民芸茶屋豆狸（大阪市）

6月 12日

からたち会総会
萩工業高校体育館（萩市）

5月 8日

同窓会だより支
部
長
が
出
羽
修
氏
（
29
年
卒
）
か
ら

木
村
氏
（
41
年
卒
）
に
代
わ
っ
た
ほ

か
、
新
役
員
（
幹
事
）
と
し
て
窪
田
末

男
（
41
年
卒
）、左
野
博
之
（
43
年
卒
）、

烏
田
敏
行
（
50
年
卒
）
各
氏
の
紹
介
が

あ
り
ま
し
た
。
山
根
満
明
本
部
会
長
か

ら
、
今
年
は
工
業
高
校
創
立
60
周
年
で

あ
る
こ
と
、
同
窓
会
と
し
て
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
で
紹
介
さ
れ
た
大

林
組
の
田
辺
勝
義
氏
（
阿
武
町
福
賀
出

身
）
を
迎
え
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
戦
場

に
か
け
る
橋
」
と
題
し
た
講
演
会
を
計

画
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
来
賓
の
中
山
光
夫
大
阪
指
月
会
会

長
か
ら
、
４
年
に
１
回
開
催
し
て
い
る

萩
４
高
校
同
窓
会
に
よ
る
関
西
地
区
の

萩
同
郷
会
を
、
今
年
の
11
月
７
日
に
弥

生
会
館
で
開
催
す
る
と
の
案
内
が
あ
り

ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
話
題
は
工
業
ラ
グ

ビ
ー
部
の
正
月
、
花
園
で
の
活
躍
で
し

た
が
、
今
年
も
よ
り
一
層
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

事
務
局
（
木
村
支
部
長
宅
）
は

０
６・６
８
７
５・０
９
５
５

挨拶される新支部長の木村幸美さん

　
引
受
期
は
、
昭

和
49
年
・
59
年
、

平
成
６
年
の
卒
業

生
で
、
代
表
は

中
原
朗
氏
（
49
年

卒
）
が
務
め
ら
れ

ま
し
た
。
懇
親
会

で
は
、
野
村
栄
三

校
長
が
、
全
国
高
等
学
校
ロ
ボ
ッ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
に
出
場
し
た
こ
と
、
萩
明
倫

サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
依
頼
で

ゴ
ー
ル
ポ
ス
ト
を
制
作
し
た
こ
と
、
少

林
寺
拳
法
・
ラ
グ
ビ
ー
で
全
国
大
会
に

出
場
し
た
こ
と
な
ど
、
昨
年
度
の
萩
工

業
の
活
躍
を
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
よ
さ
こ
い
の
披
露
や
福
引
き
抽
選

会
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

東京

庭園

散策

■久原房之助（1869〜 1965）
　萩市唐樋町出身。日立製作所などの基礎を築き、
久原財閥を創設した実業界のリーダー。
衆院議員、逓信大臣、萩市名誉市民第１号（1961）。
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民
族
の
魂
を
呼
び
さ
ま
す
道
シ
リ
ー
ズ
第
２
弾

会
津
・
武
士
の
道	

踏
破

　

萩
市
民
有
志
40
人
が
「
会
津
・
武も
の
の
ふ士
の
道
踏
破
隊
」（
会
長
は
山
本
貞

寿
さ
ん
）
を
結
成
し
、
５
月
14
日
か
ら
３
日
間
、
会
津
若
松
市
等
を
訪
れ
、

吉
田
松
陰
先
生
も
歩
い
た
下し
も
つ
け野

街
道
を
踏
破
し
ま
し
た
。
こ
の
会
は
、
昨

年
は
青
森
県
の
「
み
ち
の
く
松
陰
道
」
を
約
６
キ
ロ
歩
い
て
い
ま
す
。

　
踏
破
に
参
加
し
た
陽
信
孝
さ
ん
（
萩
市
金
谷
）
が
、
短
歌
を
交
え
て
今

回
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
雲
の
じ
ゅ
う
た
ん
か
ら
仙
台
空
港
に

降
り
る
。
さ
わ
や
か
な
新
緑
が
40
人
を

迎
え
て
く
れ
た
。
昨
年
滝
沢
さ
ん
（
会

津
民
族
研
究
会
会
長
）
た
ち
と
約
束
し

て
１
年
、
胸
踊
る
思
い
で
バ
ス
の
旅
に

つ
い
た
。
こ
の
１
年
間
、
み
ん
な
で
松

陰
先
生
を
学
び
、
会
津
を
、
戊
辰
戦
争

を
学
び
、
一
人
ひ
と
り
が
歴
史
を
学
ぶ

努
力
を
し
て
下
野
街
道
に
挑
戦
す
る
為

に
訪
れ
た
。
松
陰
先
生
を
学
ぶ
第
二
弾

の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。

　
長
い
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
高
い
峰

に
残
雪
を
抱
い
た
厳
し
く
も
優
し
い
緑

を
か
も
す
山
々
、
広
く
開
け
た
会
津
盆

地
。
も
う
す
ぐ
会
津
の
友
に
逢
え
る
と

い
う
思
い
で
バ
ス
と
共
に
心
も
走
る
。

「
と
ざ
さ
る
る

　
心
開
き
て
手
を
握
る

会
津
の
仲
間
心
根
嬉
し
し
」

「
地
酒
あ
り

　
水
良
し
米
良
し
心
よ
し

　
　
心
の
出
会
い夢を

つ
な
げ
り
」

　
五
月
雨
に
け
む
る
稲
面
。
か
す
む
彼

方
は
淡
き
早
苗
の
緑
が
延
々
と
続
き
、

緑
の
地
平
線
を
描
く
。
高
速
バ
ス
か
ら

の
眺
望
は
感
嘆
の
一
言
に
尽
き
る
。

　

25
人
の
会
津
の
仲
間
に
迎
え
ら
れ
、

宴
た
け
な
わ
で
は
会
津
磐
梯
山
に
合
わ

せ
て
踊
り
の
輪
が
宴
席
い
っ
ぱ
い
に
広

が
る
。決
し
て
甘
く
調
子
の
良
い
そ
こ・

こ
こ
に
あ
る
軽
い
形
が
だ
け
の
交
流
会

で
は
な
く
、
一
人
ひ
と
り
歴
史
を
学
び

そ
の
重
さ
を
少
し
で
も
学
ぼ
う
と
し
知

ろ
う
と
す
る
、
そ
ん
な
中
で
も
厳
し
く

和
や
か
に
お
互
い
が
理
解
し
合
お
う
と

す
る
心
温
ま
る
交
流
会
だ
っ
た
と
自
負

で
き
る
。
会
津
の
皆
さ
ん
の
ひ
た
む
き

な
、
純
粋
な
心
に
ふ
れ
、
学
習
へ
の
意

欲
を
か
き
た
て
た
。

　

熊
笹
を
か
き
わ
け
、
谷
川
を
渡
り
、

残
雪
を
踏
み
し
め
、
参
加
い
た
だ
い
た

多
く
の
皆
さ
ん
、
高
校
生
の
２
人
と
語

り
な
が
ら
歩
み
、
心
通
じ
あ
う
下
野
街

道
。

　
五
月
雨
け
む
る
中
尊
寺
、
苔
む
す
淡

き
緑
に
心
和
み
、
な
に
も
か
も
が
優
し

さ
を
投
げ
か
け
感
動
の
意
義
あ
る
３
日

間
の
旅
で
し
た
。

「
歩
み
来
て

　
仲
間
そ
れ
ぞ
れ
思
い
あ
り

　
　
た
だ
ひ
と
す
じ
に

　
　
　
　
　
　
　
心
通
え
り
」

「新緑の映ゆる下野　
松陰の　歩みし人生に　魂求めて」

会津・武士の道踏破隊（萩市）と会津若松市の皆さん（５月 15日　下野街道）

野
村
萩
市
長
か
ら
菅
家
会
津

若
松
市
長
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
手
渡
す
山
本
会
長

大お
お
う
ち
じ
ゅ
く

内
宿
（
下
野
街
道
沿
い
に
あ

り
、
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
に
選
定
さ
れ
て
い
る
）

陽	

信
孝
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■平成 16年度新入学生選抜日程（両学科共通）

■出願書類の請求と提出先　
〒 758ー 8585萩市椿東浦田 5000番地　萩国際大学学務課
（０８３８・２４・４０００）

入試区分 選抜方法
面談、書類選考
８月 31日まで面談実施

出願期間
９月１日
〜９月 30日AO選抜

試験日 合否発表
10月８日
㈮

10月１日
〜10月 29日

10月１日
〜 10月 29日

11月７日
㈰

11月７日
㈰

11月 11日
㈭

11月 11日
㈭面接、書類選考

面接、書類選考

11月１日
〜 11月 25日
12月１日
〜12月 16日
３月１日
〜３月 23日

11月 28日
㈰

12月 19日
㈰

３月 26日
㈯

12月２日
㈭

12月 22日
㈬

３月 28日
㈪

小論文、面接、書類選考

推薦選抜 指定校推薦

１月６日
〜１月31日
２月１日
〜２月23日

２月６日
㈰

２月 27日
㈰

２月 10日
㈭

３月３日
㈭

学科試験、書類選考

一般選抜

前期日程

特待生推薦

一般推薦

３月11日
〜３月23日

３月１日
〜３月10日

３月 26日
㈯

３月 13日
㈰

３月 28日
㈪

３月 17日
㈭小論文、面接、書類選考後期日程

１月６日
〜１月31日

２月 10日
㈭学科試験、書類選考

※萩国際大学の個別学力検査
等は無し

大学センタ
ー試験を利
用する選抜

前期日程
３月１日
〜３月23日

３月 28日
㈪後期日程

小論文、面接、書類選考
A日程

B日程

１月６日
〜１月31日

２月６日
㈰

２月 10日
㈭社会人

特別選抜 ３月１日
〜３月23日

３月 26日
㈯

３月 28日
㈪

【
国
際
学
科
】
募
集
人
員　
１
４
０
人

●
ゴ
ル
フ
文
化
コ
ー
ス　
ゴ
ル
フ
技
能
の
習
得
・
向
上
を
図

り
、
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
文
化
的
要
素
を
身
に
つ
け
た
国
際

人
を
育
成
。
中
四
国
学
生
ゴ
ル
フ
選
手
権
決
勝
大
会
（
７
月
）

に
９
人
が
進
出
す
る
等
早
く
も
好
成
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

●
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス

　
語
学
力
に
優
れ
た
国
際
感
覚
豊
か
な
人
材
を
育
成
。

【
経
営
情
報
学
科
】
募
集
人
員　
１
６
０
人

●
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス

ｽﾎﾟｰﾂ推薦

10月１日
〜10月 29日
11月１日
〜 11月 25日

11月７日
㈰

11月 28日
㈰

11月 11日
㈭

12月２日
㈭

面接、書類選考

萩
国
際
大
学　
来
年
度
学
生
募
集
・
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　

観
光
経
営
、
簿
記
・
会
計
、
経
済
産
業
な
ど
の
知
識
、
実

務
を
習
得
し
、
国
際
化
社
会
に
対
応
す
る
人
材
を
育
成
。

■
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

と　
き　
８
月
８
日
（
日
）、
21
日
（
土
）

内　
容　
８
日
：
外
国
語
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン

21
日
：
倉
本
教
授
に
よ
る
ゴ
ル
フ
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン

対　
象　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

申
込
先　
萩
国
際
大
学
学
務
課

（
０
８
３
８・２
４・４
０
１
２
）
へ

市
町
村
合
併
の
動
き

須
佐
町
が
萩
広
域
合
併
協
議
会
に
復
帰
。

１
市
２
町
４
村
で
新
た
な
協
議
会
設
置
へ

■
阿
武
町
・
須
佐
町
の
離
脱
後

　
３
月
31
日
に
萩
広
域
市
町
村
合
併
協

議
会
か
ら
阿
武
町
、須
佐
町
が
離
脱
後
、

残
る
萩
市
、
川
上
村
、
田
万
川
町
、
む

つ
み
村
、
旭
村
及
び
福
栄
村
の
１
市
１

町
４
村
に
お
い
て
は
臨
時
議
会
が
開
催

さ
れ
、
５
月
28
日
付
け
で
新
し
い
枠
組

み
に
よ
る
法
定
協
議
会
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
６
月
７
日
・
19
日
の
協
議
に
よ

り
42
項
目
の
協
定
項
目
す
べ
て
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

■
須
佐
町
の
動
き

　
こ
う
し
た
中
、
離
脱
さ
れ
た
須
佐
町

に
お
い
て
は
、
離
脱
決
議
の
白
紙
撤
回

を
求
め
る
署
名
が
集
ま
り
、
議
会
に
請

願
と
し
て
提
出
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
動
向
を
受
け
１
市
１
町
４
村
に

お
い
て
は
、
須
佐
町
の
合
併
協
議
参
画

の
条
件
が
整
い
、
議
会
等
の
同
意
が
得

ら
れ
れ
ば
、
広
域
合
併
の
意
義
か
ら
、

温
か
く
迎
え
た
い
と
い
う
こ
と
で
協
議

が
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
須
佐
町
に
お
い
て
は
、
町

長
が
萩
広
域
復
帰
の
意
思
表
明
を
さ

れ
、
住
民
の
意
思
も
確
認
の
う
え
、
１

市
１
町
４
村
に
相
当
な
負
担
を
か
け
た

事
に
対
し
陳
謝
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

須
佐
町
議
会
で
は
、
萩
広
域
か
ら
の
離

脱
決
議
を
撤
回
、
陳
謝
も
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
す
。
併
せ
て
、
１
市
１
町
４
村
の

合
併
協
議
の
内
容
や
合
併
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
尊
重
い
た
だ
く
こ
と
、
今
後
の
信

頼
関
係
を
維
持
す
る
こ
と
に
努
力
す
る

旨
の
申
し
出
も
さ
れ
ま
し
た
。

■
須
佐
町
復
帰

　
以
上
の
経
緯
か
ら
、
須
佐
町
の
萩
広

域
の
合
併
協
議
参
画
を
温
か
く
迎
え
る

べ
く
、
須
佐
町
を
含
ん
だ
新
た
な
枠
組

み
で
の
法
定
協
議
会
設
置
議
案
が
６
月

23
日
・
24
日
に
萩
市
議
会
、
町
村
議
会

に
お
い
て
可
決
さ
れ
、
１
市
２
町
４
村

の
枠
組
み
に
よ
る
「
萩
広
域
７
市
町
村

合
併
協
議
会
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
合
併
期
日
の
平
成
17
年
３

月
６
日
に
向
け
合
併
調
印
、
廃
置
分
合

議
案
の
議
決
等
の
合
併
手
続
き
を
進
め

て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

■
阿
武
町
の
動
き

　
一
方
阿
武
町
に
お
い
て
は
、
合
併
の

枠
組
み
を
問
う
住
民
投
票
を
求
め
る
署

名
が
集
ま
り
、
議
会
に
請
願
と
し
て
提

出
さ
れ
ま
し
た
が
、
６
月
24
日
に
賛
成

少
数
で
不
採
択
に
な
り
ま
し
た
。
小
田

徳
太
郎
阿
武
町
長
は
「
単
独
町
政
の
継

続
」
を
表
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
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萩
市
下
五
間
町
の
旧
百
万
石
隣
に
、

古
い
商
家
を
活
用
し
た
喫
茶
店
「
徒
然

庵
」
が
オ
ー
プ
ン
。
東
田
町
で
婦
人
靴

店
を
営
ん
で
い
た
伊
勢
嶋
夫
婦
が
、
昨

年
末
で
店
を
た
た
ん
だ
の
を
機
に
、
元

両
親
の
家
を
改
装
。

　
老
舗
の
料
亭
を
思
わ
せ
る
立
派
な
門

構
え
。部
屋
か
ら
は
庭
園
が
一
望
で
き
、

そ
の
中
心
で
松
が
枝
を
広
げ
て
い
る
。

樹
齢
２
０
０
年
の
巨
木
だ
。

　
「
徒
然
庵
」
は
、
喫
茶
、
ミ
ニ
ギ
ャ

ラ
リ
ー
と
し
て
今
年
３
月
に
オ
ー
プ

ン
。
築
１
０
０
年
の
商
家
を
改
装
し
た

落
ち
着
い
た
店
だ
。
伊
勢
嶋
正
夫
さ
ん

早
苗
さ
ん
夫
婦
が
経
営
し
て
い
る
。

　
も
と
も
と
伊
勢
嶋
さ
ん
の
両
親
が
住

ん
で
い
た
家
で
、
改
装
時
に
手
を
加
え

た
と
こ
ろ
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
。

徒
然
庵

築
１
０
０
年
の
商
家
を
喫
茶
店
に

古
い
欄
間
や
黒
光
り
す
る
柱
な
ど
は
当

時
の
ま
ま
だ
。

　

夫
妻
が
気
に
入
っ
て
い
る
の
は

「
庭
」。「
特
に
松
は
お
客
様
も
魅
力
を

感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
す
よ
」

と
正
夫
さ
ん
。
松
の
裏
手
に
は
四
季

折
々
の
草
花
が
植
え
ら
れ
て
い
て
、
散

策
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

「
春
先
に
は
、
ボ
ケ
の
赤
と
ユ
キ
ヤ
ナ

ギ
の
白
の
対
比
が
鮮
や
か
。
秋
は
松
の

枝
先
を
渡
っ
て
い
く
月
が
き
れ
い
な
ん

で
す
よ
」
と
夫
妻
は
話
し
て
い
た
。

　
メ
ニ
ュ
ー
は
、
マ
イ
ル
ド
ブ
レ
ン
ド

コ
ー
ヒ
ー
（
菓
子
付
）
４
５
０
円
、
お

抹
茶
（
菓
子
付
）
６
０
０
円
な
ど
。

営
業
時
間　
10
時
〜
18
時
（
毎
週
水
曜

日
定
休
）

連
絡
先　

萩
市
下
五
間
町
50

（
０
８
３
８・２
６・２
４
２
８
）

　
東
京
都
調
布
市
の
「
マ
ル
エ
ツ
国
領

店
」
で
は
、
６
月
11
日
、
山
口
県
産
農

産
物
の
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
。
そ
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
の
目
玉
商
品
と
し
て
「
萩
た

ま
げ
な
す
」
が
登
場
し
、
買
い
物
客
は

そ
の
大
き
さ
と
美
味
し
さ
に
驚
い
て
い

ま
し
た
。

　
「
萩
た
ま
げ
な
す
」
は
長
さ
35
㎝
、

直
径
10
㎝
」
で
、
重
さ
は
５
０
０
ｇ
以

上
。
収
穫
時
期
は
６
月
初
旬
か
ら
７
月

初
旬
ま
で
で
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
「
ぶ
ち
う
ま
い　

み
ん
な
で
山
口
食
べ
ち
ゃ
ろ
や
」
と
２

本
並
ん
だ
の
ぼ
り
が
目
印
。
山
口
県
産

の
野
菜
だ
け
が
販
売
さ
れ
、
萩
市
か
ら

は
「
相
島
す
い
か
」、「
大
井
の
た
ま
ね

ぎ
」
が
顔
を
揃
え
ま
し
た
。

調
布
市
の
ス
ー
パ
ー
で

萩
の
野
菜
を

販
売
し
て
い
ま
す

　

萩
と
山
口
・
小
郡
を
結
ぶ
国
道

２
６
２
号
沿
い
に
、
５
月
１
日
、
農
産

物
加
工
販
売
所
「
つ
つ
じ
」
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

　
昭
和
63
年
以
来
、
住
民
の
自
発
的
な

活
動
と
し
て
始
ま
っ
た
日
曜
野
菜
市

「
つ
つ
じ
」
は
、
萩
市
な
ど
か
ら
大
勢

の
買
い
物
客
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
が
、

住
民
や
消
費
者
か
ら
の
強
い
要
望
に
応

え
、
農
産
物
加
工
販
売
所
と
し
て
常
設

化
さ
れ
ま
し
た
。

　
村
内
の
約
１
０
０
農
家
が
直
接
農
産

品
を
持
ち
込
み
販
売
す
る
直
売
所
や
、

こ
だ
わ
り
の
地
元
食
材
を
使
用
し
た
食

堂
「
つ
つ
じ
亭
」
の
ほ
か
、
休
憩
所
、

ト
イ
レ
を
完
備
。

営
業
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

（
日
曜
日
は
午
前
７
時
〜
）

　
県
道
萩
・
津
和
野
線
「
つ
わ
ぶ
き
街

道
」
と
、
益
田
市
と
周
南
市
を
結
ぶ
国

道
３
１
５
号
線
が
交
わ
る
む
つ
み
村
片

俣
の
農
産
物
近
売
所
「
う
り
坊
の
郷
」

が
、「
道
の
駅
」
と
し
て
登
録
さ
れ
、

６
月
４
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
近
売
所
は
、
平
成
13
年
６
月
に
オ
ー

プ
ン
し
、
大
根
、
ト
マ
ト
、
メ
ロ
ン
な

ど
地
元
の
新
鮮
な
農
産
物
や
猪
肉
、
農

産
加
工
品
を
販
売
し
て
い
ま
し
た
が
、

大
型
駐
車
場
、
ト
イ
レ
、
観
光
・
道
路

案
内
を
新
た
に
整
備
し
、
県
内
16
か
所

目
の
「
道
の
駅
」
と
し
て
認
定
を
受
け

ま
し
た
。

営
業
時
間　
午
前
８
時
〜
午
後
５
時

旭
村
・
つ
つ
じ

む
つ
み
村
・
う
り
坊
の
郷

立
ち
寄
っ
て
み
ま
せ
ん
か

農産物加工販売所「つつじ」

道の駅「うり坊の里」

オ
ー
プ
ン

お
店
紹
介
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館　
始
動
！

６
月
18
日
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
」
の
設
立
総
会

■
「
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
構
想
」
の
実
働
組
織

　
昨
年
度
策
定
さ
れ
た
「
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
構
想
」

の
実
働
組
織
と
し
て
、
新
た
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
」
の
設
立
総
会
が
６
月
18
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
江
戸
時
代
の
地
図
が
そ
の
ま
ま
使

え
る
数
少
な
い
歴
史
都
市
『
萩
』、
そ
の
魅
力
を
住
民
の

力
で
保
存
し
、
活
用
し
て
い
く
、
そ
の
実
践
を
行
う
組

織
と
し
て
、
設
立
準
備
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
Ｎ

Ｐ
Ｏ
の
代
表
者
に
は
、
こ
の
４
月
か
ら
萩
ま
ち
じ
ゅ
う

博
物
館
の
館
長
と
し
て
萩
市
に
着
任
さ
れ
た
高
木
氏（
先

月
号
に
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
紹
介
記
事
掲
載
）
が
就
任
。　

　
今
年
11
月
11
日
、「
萩
博
物
館
」
開
館
予
定
日
に
照
準

を
合
わ
せ
て
第
一
期
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

■
「
萩
博
物
館
」
を
管
理
運
営

　
ま
ず
は
、「
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
構
想
」
の
拠
点
施

設
と
な
る
「
萩
博
物
館
」
の
無
料
ゾ
ー
ン
の
運
営
も
Ｎ

Ｐ
Ｏ
が
担
当
し
ま
す
。
無
料
ゾ
ー
ン
の
中
心
機
能
は
、

萩
の
観
光
情
報
の
玄
関
口
と
し
て
、
観
光
客
が
自
由
に

萩
の
情
報
を
検
索
、
各
自
の
興
味
関
心
に
合
わ
せ
た
情

報
を
収
集
で
き
ま
す
。
こ
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
の
運
営
や

案
内
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
業
務
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ

の
運
営
、
そ
し
て
博
物
館
カ
フ
ェ
の
運
営
な
ど
、
萩
博

物
館
の
学
芸
部
門
以
外
の
業
務
を
全
面
的
に
担
当
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

資　
格　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
の
目
的
に
賛

同
し
、
活
動
に
援
助
を
し
て
い
た
だ
く
個
人
及
び
団
体
。

賛
助
金　
年
会
費
１
口
５
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ　
萩
市
役
所
内　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
ま
ち
じ
ゅ
う

博
物
館
事
務
所
（
０
８
３
８・２
５・３
１
６
６
）

　これまで長年、観光協会の副会長を務めて来ましたが、ま
さか自分が会長になるとは夢にも思っていませんでしたの
で、これはまさに晴天の霹靂。内々で就任要請を受けた時も、
かたくなに固持しましたが、状況が見えてくる中で、考えが
徐々に変わり、最終的には、「お受けしなければ、女がすたる」
との思いで、会長の重責をお引き受けすることになりました。
　会長職をお引き受けするにあたって、副会長職を３名に増
員。自分自身の本業は橙菓子屋、観光振興の直接の受益者で
はないため、副会長には直接受益者であるホテル関係からお
二人、そして違った視点からということで、道の駅の経営責
任者に就任いただきました。３名とも本業ご多忙にもかかわ
らず、快くお引き受けくださり、そのことにも強く勇気つけ
られました。
　副会長に就任いただいてから気がついたのですが、３人は
もともと萩の生まれではなく、外からの目で萩を冷静に見る
ことのできる方々、今後の協会運営に新風を吹き込んでいた
だけると思います。今回の理事選考会で理事数も大幅に増強
され、新任理事も多数誕生しています。会長としてはまだま
だ力不足ですが、行動派の副会長と見識豊かな理事の皆さん
と議論を重ね、より充実した事業執行ができるよう努力して
参ります。

　今年は、「萩開府４００年」、萩の観光にとって節目の年、
いろいろな行事が例年にも増して多い年です。ただ、今から
新たに企画してといった案件はなく、既にレールが敷かれて
いる状況ですので、今年度は、それらをひとつひとつ、細や
かに、形にしていきたいと思います。

　来年度以降の事業計画については、全てこれからの検討な
ので、新たに増強された理事の皆さんと議論を重ね、「萩へ
の入込み観光客数を増やす」この目的に合致した施策を効率
的に実施して行きたいと思います。方向性としては、昨年度
策定された『萩市観光戦略５ヵ年計画』に則り、市の関係部
局や商工会議所。旅館協同組合等と連携を取り、ムダの無い
事業運営を行うこと。とかく「協会独自の動き」という事に
こだわる向きもありますが、萩市の将来を見据えて策定され
た『戦略』を、各々の持ち場で実行に移し、関係機関と連携
をとっていくことが重要と考えています。
　また、従前から実施されてきた協会事業に関しても、投資
効果の観点から見直しを行い、スクラップ＆ビルドしていく
必要も感じています。さらに、女性としての視点から、観光
客に対するおもてなし強化策のひとつとして、地産地消メニ
ューの開発や、食のイベントの開催など、『萩の食』につい
て掘り下げてみたいと思っています。

萩市観光協会に、初の女性会長登板！

萩市観光協会	新会長　光
みつくに

國良
よ し こ

子さんインタビュー

◎議論を重ね、より充実した事業執行を

◎『萩市観光戦略５カ年計画』を、
　　　　　　　協会の持ち場で実践したい

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

　
昭
和
16
年
４
月　
萩
市
熊
谷
町
生
ま
れ
、
明
倫
小
・

明
経
中
学
校
、
萩
高
校
卒
業
後
、
家
業
の
夏
み
か
ん
菓

子
製
造
販
売
「
光
國
本
店
」
勤
務
、
現
在
、
光
國
本
店

専
務
。
社
団
法
人
萩
市
観
光
協
会
会
長
、
萩
国
際
大
学

理
事
、
ユ
ネ
ス
コ
協
会
理
事
、
萩
音
楽
協
会
理
事
ほ
か

●
賛
助
会
員
募
集
中
！
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小
学
生
を
捜
し
歩
い
た
こ
と
、
映
画
を

作
り
た
い
と
話
を
持
ち
込
ん
だ
ら
制
作

会
社
に
売
れ
な
い
か
ら
だ
め
だ
と
反
対

さ
れ
た
こ
と
な
ど
、
児
童
に
も
わ
か
り

や
す
い
言
葉
で
話
し
ま
し
た
。

　
「
山
口
県
の
小
学
生
が
、（
ほ
た
る
の

飛
ば
な
い
場
所
で
ほ
た
る
を
飛
ば
す
と

い
う
）
誰
も
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
、

や
ろ
う
と
思
っ
て
で
き
た
。
自
分
が
何

を
や
り
た
い
か
を
き
ち
ん
と
持
っ
て
が

ん
ば
れ
ば
夢
は
叶
う
。
み
ん
な
は
す
ご

い
夢
、
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
、
そ
れ

に
気
づ
い
て
ほ
し
い
」

　
「
ほ
た
る
は
水
の
き
れ
い
な
と
こ
ろ
、

環
境
が
整
っ
て
い
な
け
れ
ば
飛
ば
な

い
。
だ
か
ら
地
球
上
に
ほ
た
る
が
た
く

さ
ん
飛
ぶ
と
ど
ん
な
に
地
球
が
き
れ
い

に
な
り
、
人
の
心
が
癒
さ
れ
美
し
く
な

り
、
け
ん
か
が
な
く
な
る
か
。
そ
う
な

れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て『
ほ
た
る
の
星
』

と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
し
ま
し
た
」

　

６
月
23
日
、
映
画
「
ほ
た
る
の
星
」

の
菅
原
浩
志
監
督
が
、
映
画
の
舞
台
と

な
っ
た
明
倫
小
学
校
で
、
５
、６
年
生

の
児
童
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
前
に
講
演
を
行
い

ま
し
た
。
演
題
は
「
映
画
の
感
動
を
再

び
！
〜
夢
、
友
情
、
家
族
と
の
絆
〜
」

　
「
ほ
た
る
の
星
」
の
ロ
ケ
に
は
、
山

口
県
が
全
面
協
力
。「
ぬ
く
も
り
の
あ

る
映
画
に
し
た
い
」
と
い
う
監
督
の
意

向
で
、
明
倫
小
学
校
の
木
造
校
舎
が
撮

影
場
所
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
柳

井
の
白
壁
の
街
、
秋
芳
洞
、
油
谷
町
の

棚
田
な
ど
、
山
口
県
の
風
景
が
画
面
に

ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
３
月
〜
６

月
に
先
行
上
映
し
た
山
口
県
で
は
約

５
万
人
が
鑑
賞
し
、
好
評
を
博
し
ま
し

た
。

　
菅
原
監
督
は
、
山
口
県
の
教
師
と
児

童
が
ほ
た
る
を
よ
み
が
え
ら
せ
た
話
を

聞
い
て
映
画
に
し
た
い
と
思
い
、
実
際

に
山
口
県
の
全
学
校
を
ま
わ
っ
て
撮
影

す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
校
舎
と
出
演
す
る

若
者
た
ち
が
、
自
分
に
と
っ
て
本
当
に

大
切
な
も
の
、
夢
は
何
な
の
か
を
そ
れ

ぞ
れ
見
つ
け
出
し
て
い
く
、と
い
う
話
。

昭
和
62
年
に
東
京
キ
ッ
ド
ブ
ラ
ザ
ー
ズ

を
誘
致
し
よ
う
と
思
い
つ
き
、
劇
団
結

成
後
10
年
間
主
に
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
面
に

力
を
注
い
で
き
た
劇
団
代
表
の
杉
山
浩

司
氏
（
昭
和
54
年
萩
工
業
高
卒
業
、
43

歳
）
が
、
初
め
て
脚
本
と
演
出
を
手
が

け
ま
す
。

　
「
自
分
が
何
を
し
た
い
の
か
、
を
悩

ん
で
い
た
20
代
前
半
。
た
ま
た
ま
つ
け

た
テ
レ
ビ
に
出
て
い
た
柴
田
恭
平
さ
ん

の
言
葉
に
感
銘
を
受
け
て
同
氏
の
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
自
分
も
、
芝
居
が
し
た
い
！
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
く
ら
組
を
は

じ
め
て
、
あ
っ
と
い
う
間
の
10
年
で
し

た
。
自
分
が
芝
居
を
見
て
、人
生
の『
き

っ
か
け
』
を
つ
か
ん
だ
よ
う
に
、
誰
か

が
自
分
の
芝
居
を
見
て
『
き
っ
か
け
』

を
つ
か
ん
で
く
れ
る
と
嬉
し
い
」
と
杉

本
さ
ん
。

　
公
演
の
日
程
等
は
15
ペ
ー
ジ
。

山
口
県
立
萩
美
術
館・

浦
上
記
念
館
だ
よ
り

肉
筆
浮
世
絵
名
品
展

〜
７
月
19
日

　
唐
三
彩
は
中
国
古
代
陶
磁
の
至
宝
で

あ
り
、
唐
王
朝
貴
族
文
化
の
象
徴
で
も

あ
り
ま
す
。
中
国
国
内
で
も
ま
だ
一
般

公
開
さ
れ
て
い
な
い
唐
三
彩
の
名
品
か

ら
１
１
８
件
の
作
品
に
よ
っ
て
き
ら
び

や
か
な
貴
族
文
化
や
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の

情
景
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

　

喜
多
川
歌
麿
の
重
要
文
化
財
「
更

衣
美
人
図
」
を
は
じ
め
、
肉
筆
浮
世

絵
の
歴
史
を
見
わ
た
せ
る
主
要
作
品
約

１
０
０
点
よ
り
江
戸
の
粋
の
世
界
を
紹

介
。 出

光
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

洛
陽
の
夢唐

三
彩
展

７
月
24
日
〜
９
月
５
日

三
彩
男
装
女
子
傭

喜
多
川
歌
麿
「
更
衣
美
人
図
」

☎０８３８・２４・２４００

「
ほ
た
る
の
星
」
菅
原
監
督
が

明
倫
小
学
校
で
講
演

映画

劇団さくら組が
ミュージカル公演

　萩市の劇団、さくら組が旗
揚げ 10 周年を記念してミュ
ージカルを公演します。

　
劇
団
さ
く
ら
組
は
、
プ
ロ
の
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
劇
団
「
東
京
キ
ッ
ド
ブ
ラ
ザ
ー

ス
」
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
誘
致
す
る
な

ど
、
若
者
を
中
心
に
活
動
を
続
け
て
い

た
シ
ア
タ
ー
３
６
５
萩
オ
フ
ィ
ス
が

前
身
。
昭
和
62
年
11
月
か
ら
平
成
５
年

８
月
ま
で
の
約
７
年
間
の
誘
致
活
動
の

後
、
今
度
は
自
分
た
ち
自
身
の
手
で
演

じ
ら
れ
る
団
体
を
創
ろ
う
と
平
成
５

年
10
月
に
劇
団
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。	

　
翌
年
３
月
萩
市
民
館
大
ホ
ー
ル
に
て

手
づ
く
り
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
よ
だ
か
の
星
」

(

原
作
宮
沢
賢
治
）
を
旗
揚
げ
公
演
と
し

て
上
演
。
そ
の
後
、オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品「
ト

ラ
ス
ト・マ
イ・ス
タ
ー
」「
早
春
譜
」「
Ｏ

ｎ
ｅ　
Ｄ
ａ
ｙ
」「
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
」
な

ど
を
次
々
に
上
演
し
、
好
評
を
得
て
き
ま

し
た
。
中
で
も
「
早
春
譜
」
は
、
戊
辰
戦

争
で
長
州
に
敗
れ
た
会
津
人
の
心
の
わ
だ

か
ま
り
を
テ
ー
マ
に
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

で
、
萩
市
と
福
島
県
会
津
若
松
市
で
上
演

さ
れ
、
両
市
の
交
代
交
流
の
先
駆
け
と
な

り
ま
し
た
。

　
今
回
の
作
品
「
僕
の
未
来
、
君
の
歌

声
」
は
、
夢
と
現
実
の
狭
間
で
も
が
く

萩　芸術・文芸の広場

菅原浩志監督
（新博物館前）

◀
舞
台
に
立
つ
杉
山
浩
司
代
表
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４
│
５　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ブ
ラ
ッ
ク

（
０
８
２・２
２
４・４
５
６
９
）

■
か
ら
た
ち
会
九
州
支
部
総
会

　
か
ら
た
ち
会
九
州
支
部
総
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

と　
き　
７
月
24
日
（
土
）
午
後
６
時

〜と
こ
ろ　
北
九
州
市
小
倉
北
区　
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
小
倉

■
九
州
指
月
会

　
九
州
指
月
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

と　
き　
７
月
11
日
（
日
）
正
午
〜

と
こ
ろ　
福
岡
市
中
央
区
天
神　
平
和

楼■
「
天
神
様
と
高
杉
晋
作
」
展

　
晋
作
や
松
下
村
塾
の
青
年
た
ち
の
心

壽
雪
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
７
月
24
日（
土
）〜
31
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
〜
６
時

と
こ
ろ　
中
央
区
銀
座　
和
光
ホ
ー
ル

■
世
田
谷
ふ
る
さ
と
区
民
ま
つ
り

　
萩
市
と
世
田
谷
区
は
吉
田
松
陰
先
生

の
縁
で
友
好
都
市
の
関
係
に
あ
り
ま

す
。
萩
市
コ
ー
ナ
ー
で
、
地
ビ
ー
ル
や

夏
み
か
ん
ジ
ュ
ー
ス
、
海
産
物
な
ど
が

販
売
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
７
月
30
日（
金
）、31
日（
土
）

午
後
５
時
〜
９
時
、
８
月
１
日
（
日
）

午
前
11
時
〜
午
後
９
時

と
こ
ろ　
東
京
都
世
田
谷
区
上
用
賀　

Ｊ
Ｒ
Ａ
馬
事
公
苑
け
や
き
広
場
（
小
田

急
線
「
経
堂
駅
」
下
車
）

■
早
大
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
寄
付
講
座

「
山
口
県
総
合
講
座
」

　
講
師
と
し
て
萩
市
の
萩
焼
作
家
十
二

代
三
輪
休
雪
、山
口
県
知
事
二
井
関
成
、

直
木
賞
作
家
古
川
薫
ら
県
ゆ
か
り
の
著

名
人
が
話
し
ま
す
。

と　
き　
10
月
２
日
〜
12
月
11
日
に
か

け
て
全
10
回

受
講
料　

１
万
３
０
０
０
円
（
全
10

回
）、
そ
の
他
早
大
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ

ジ
へ
の
入
会
金
（
８
０
０
０
円
）

募
集
人
数　
２
０
０
人

申
込
先　
早
大
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー（
０
３・３
２
０
８・２
２
４
８
）

問
い
合
わ
せ　

山
口
県
広
報
広
聴
課

（
０
８
３・９
３
３・２
５
６
６
）

■
東
海
指
月
会

　
東
海
指
月
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

と　
き　
７
月
11
日
（
日
）
正
午
〜

と
こ
ろ　
名
古
屋
市
中
村
区　
名
古
屋

マ
リ
オ
ッ
ト　
ア
ソ
シ
ア
ホ
テ
ル

■
た
ち
ば
な
会
・
か
ら
た
ち
会
広
島
支

部
総
会

　
た
ち
ば
な
会
・
か
ら
た
ち
会
広
島
支

部
総
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

と　
き　
７
月
10
日
（
土
）
午
後
６
時

30
分
〜

と
こ
ろ　
広
島
市
南
区
的
場
町　
ホ
テ

ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
広
島
21

■
現
代
萩
焼
名
匠
展

　
萩
焼
作
家　
坂
高
麗
左
衛
門
、
岡
田

裕
、
兼
田
昌
尚
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま

す
。

と　
き　
７
月
１
日（
木
）〜
７
日（
水
）

と
こ
ろ　
広
島
市
西
区　
天
満
屋
広
島

ア
ル
パ
ー
ク
店

■
西
村
不
可
止
個
展

　
広
島
指
月
会
副
会
長
の
西
村
不
可
止

氏
が
写
真
の
個
展
を
開
催
し
ま
す
。

と　
き　
７
月
22
日（
木
）〜
27
日（
火
）

と
こ
ろ　

広
島
市
中
区
鉄
砲
町

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

　
中
国
地
区

■
白
金
夏
祭
り
２
０
０
４
「
お
い
で
ま

せ
山
口
フ
ェ
ア
」

　
毎
年
恒
例
の
白
金
夏
祭
り
が
開
催
さ

れ
、
今
年
は
山
口
県
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し

て
い
ま
す
。そ
こ
で
萩
漁
港
の
魚
介
類
、

見
蘭
牛
な
ど
が
食
材
と
し
て
使
用
さ
れ

ま
す
。

と　
き　
７
月
25
日
（
日
）
〜
８
月
31

日
（
火
）

と
こ
ろ　
東
京
都
港
区
白
金
台　
八
芳

園
（
詳
し
く
は
８
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
）

■
机
上
空
間
の
た
め
の
オ
ブ
ジ
ェ
展

（
パ
ー
ト
１
）
萩
焼
作
家　

十
二
代
三

輪
休
雪
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
７
月
６
日（
火
）〜
19
日（
祝
）

（
パ
ー
ト
２
）
萩
焼
作
家　
兼
田
昌
尚
、

三
輪
和
彦
、
三
輪
華
子
の
作
品
が
展
示

さ
れ
ま
す
。

と　
き　
７
月
27
日
（
火
）
〜
８
月
８

日
（
日
）

と
こ
ろ　
千
代
田
区
九
段
南　
パ
ー
ク

マ
ン
シ
ョ
ン
千
鳥
ヶ
淵　
Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
ギ

ャ
ラ
リ
ー
冊さ

つ

■
三
輪
壽
雪
展

　
日
本
陶
磁
協
会
賞
・
制
定
50
年
記
念

賞
受
賞
記
念
と
し
て
萩
焼
作
家　
三
輪

　
九
州
地
方

　
関
東
地
区

　
東
海
地
区

「ほたるの星」
上映劇場紹介

【東京都新宿区】新宿武蔵野館
【東京都板橋区】ワーナー・マイカル・シ
ネマズ板橋
【神奈川県横浜市】ヨコハマ・シネマ・ソ
サエティ
【千葉県浦安市】シネプレックス幕張
【愛知県名古屋市】ＴＯＨＯシネマズ名古
屋ベイシティ
【石川県金沢市】ユナイテッド・シネマ金
沢
【大阪府大阪市北区】ＯＳ劇場Ｃ . Ａ . Ｐ
【大阪府岸和田市】ユナイテッド・シネマ
ズ岸和田
【広島県広島市】ワーナー・マイカル・シ
ネマズ広島
【福岡県福岡市】ユナイテッドシネマ福岡
【福岡県北九州市】　シネプレックス小倉

の
支
え
に
な
っ
て
い
た
の
は
一
千
年
前

『
志
』
に
生
き
た
菅
原
道
真
こ
と
「
天

神
様
」
だ
っ
た
。

と　
き　
７
月
17
日（
土
）〜
７
日（
水
）

と
こ
ろ　
防
府
天
満
宮
歴
史
館

■
萩
高
同
窓
会
八
八
会

　
萩
高
同
窓
会
八
八
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。
今
年
の
引
受
期
は
41
期

（
平
成
元
年
卒
）

と　
き　
８
月
８
日
（
日
）
午
後
７
時

〜と
こ
ろ　
萩
高
等
学
校
体
育
館

■
萩
光
塩
学
院
同
窓
会
本
部
総
会

　
萩
光
塩
学
院
同
窓
会
本
部
総
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

と　
き　
８
月
10
日
（
火
）
午
後
６
時

30
分
〜

と
こ
ろ　
光
塩
学
院
体
育
館

　
山
口
県
関
係

　
萩
市
関
係
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■
劇
団
さ
く
ら
組
10
周
年
記
念
公
演　

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
僕
の
未
来
、
君
の
歌
声
」

と　
き　
７
月
３
日
（
土
）
午
後
７
時

〜
、
４
日
（
日
）
午
後
２
時
〜
、
７
時

〜
、
10
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
、
11
日

（
日
）
午
後
２
時
〜

●
医
療
事
務
（
１
名
）

受
験
資
格　

昭
和
33
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
者
で
、
医
療
事
務
に
つ

い
て
高
度
な
専
門
知
識
及
び
技
能
を
有

し
、
病
院
（
病
床
数
19
床
以
下
の
診
療

所
を
除
く
）
の
医
療
事
務
に
つ
い
て
10

年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
者
で
、
萩
市

内
に
居
住
で
き
る
者
。

●
看
護
師
（
６
名
程
度
）

受
験
資
格　
昭
和
43
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
者
で
、
看
護
師
免
許
を
有

す
る
者
で
、
萩
市
内
に
居
住
で
き
る
者
。

募
集
期
間　
７
月
１
日
〜
８
月
５
日

採
用
試
験
日　
８
月
21
日
（
土
）　

試
験
会
場　
萩
市

○
今
後
の
職
員
募
集
の
予
定

　
看
護
師
（
免
許
取
得
予
定
者
）

問
い
合
わ
せ　

萩
市
総
務
課
人
事
係

（
０
８
３
９・２
５・１
２
３
９
）

　
銅
像
台
座
の
銘
板
に
寄
付
を
頂
い
た

方
の
お
名
前
を
入
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

金　
額　
１
口
５
万
円

口　
数　
先
着
50
口
（
１
人
に
つ
き
１

口
）、
個
人
の
み
対
象

申
込
期
限　
７
月
30
日
（
金
）

申
し
込
み　

毛
利
輝
元
公
銅

像
建
立
実
行
委
員
会
事
務
局

（
０
８
３
８・２
５・３
１
０
２
）

あ
な
た
も
萩
市
で
働
き
ま
せ
ん
か

萩
市
職
員
募
集

問
い
合
わ
せ　

ぎ
ゃ
ら
り
ぃ
彩
陶
庵

（
０
８
３
８・２
５・３
１
１
０
）

■
Ａ
Ｎ
Ａ
機
内
誌
「
翼
の
王
国
」　

５

月
号

　
「
横
町
自
慢
」
コ
ー
ナ
ー
に
萩
市
の

菊
屋
横
町
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
Ｊ
Ａ
Ｌ
機
内
誌「
Ｓ
Ｋ
Ｙ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ
」

６
月
号

　
「
４
０
０
年
の
変
わ
ら
ぬ
町
割
を
歩

く
」
と
い
う
題
で
萩
の
紹
介
が
さ
れ
て

い
ま
す
。

■
ジ
パ
ン
グ
倶
楽
部　
５
月
号

　
特
集
「
幕
末
志
士
の
ふ
る
さ
と
長
州

へ
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
萩
が
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。

■
「
藩
校
を
歩
く
」
河
合
敦
著

　
後
世
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
藩
校

の
う
ち
、
現
在
も
遺
構
が
残
っ
て
い
る

と
こ
ろ
を
著
者
が
訪
ね
歩
く
。
読
め
ば

誰
も
が
訪
ね
た
く
な
る
歴
史
紀
行
の
決

定
版
。
萩
市
の
明
倫
館
も
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。

定　
価　
１
８
９
０
円

出　
版　
ア
ー
ク
出
版

　
21
㎝　
　
２
５
９
ペ
ー
ジ

■
「
陶
工
房
」

　
萩
焼
作
家　
岡
田
裕
、
兼
田
昌
尚
が

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

出　
版　
誠
文
堂
新
光
社

　
Ａ
４
版　
季
刊

　
８
月
20
日
発
売

テ
レ
ビ
情
報

　

東
京
は
、
幕
末
史
の
テ
ー
マ
パ

ー
ク
だ
。
道
端
や
空
き
地
に
も
、

と
き
に
は
堂
々
と
、
と
き
に
は
ひ

っ
そ
り
と
過
去
の
ド
ラ
マ
が
息
づ

い
て
い
る
。
大
砲
を
鋳
造
し
た
長

州
藩
葛
飾
邸
、
吉
田
松
陰
終
焉
の

地
、
高
杉
晋
作
ら
に
焼
き
払
わ
れ

た
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
、
幕
府
に
捕

ら
え
ら
れ
て
次
々
と
獄
死
す
る
長

州
藩
士
た
ち
…
。

　

本
書
は
ペ
リ
ー
来
航
か
ら
西
南

戦
争
ま
で
の
四
半
世
紀
に
繰
り
広

げ
ら
れ
た
有
名
無
名
さ
ま
ざ
ま
な

事
件
の
跡
を
た
ど
る
、「
足
で
読
む

幕
末
通
史
」
で
あ
る
。
巻
末
に
幕

末
維
新
関
係
者
千
名
の
詳
細
な
墓

地
所
在
リ
ス
ト
を
付
す
。

定　
価　
９
４
０
円

出　
版　
中
公
新
書

竹原信雄さん（山口市）
長井昭子さん（千葉県千葉市）
冨田正宏さん（千葉県千葉市）
渡邊　寛さん（千葉県浦安市）
吉野漣子さん（東京都世田谷区）
三坂　望さん（神奈川県茅ヶ崎市）
烏田敏行さん（大阪府吹田市）
山本健一さん（兵庫県加古川市）
藤野保彦さん（奈良県香芝市）
（2004.5.1 〜 6.25 加入者）

新規加入会員ご紹介

一
坂
太
郎
著

「
幕
末
歴
史
散
歩	

東
京
篇
」

■
新
選
組
紀
行

　
大
河
ド
ラ
マ
「
新
選
組
！
」
放
映
後

の
ゆ
か
り
の
地
紹
介
コ
ー
ナ
ー
で
、
萩

が
紹
介
さ
れ
ま
す
。

放
映
予
定　
７
月
４
日
（
日
）
午
後
８

時
43
分
〜
「
吉
田
松
陰
と
長
州
萩
」

７
月
25
日
（
日
）
８
時
43
分
〜
「
久
坂

玄
瑞
と
長
州
萩
」

放
映
局　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合

■
Ｎ
Ｈ
Ｋ
特
集
ド
ラ
マ
「
シ
ェ
エ
ラ
ザ

ー
ド
」

　
浅
田
次
郎
原
作
の
、
第
２
次
世
界
大

戦
末
期
、
台
湾
沖
に
沈
ん
だ
豪
華
客
船

の
壮
絶
な
運
命
を
描
く
作
品
。

　
萩
市
出
身
の
俳
優
松
本
実
が
、
主
役

の
将
校
（
反
町
隆
史
）
の
世
話
を
す
る

寡
黙
な
軍
人
役
と
し
て
出
演
し
ま
す
。

放
映
予
定　

７
月
13
日
（
火
）、
14
日

（
水
）
午
後
８
時
〜
９
時
15
分

放
映
局　
Ｎ
Ｈ
Ｋ　
Ｂ
Ｓ
ｈ
ｉ

放
映
予
定　
７
月
31
日
（
土
）
午
後
７

時
30
分
〜
８
時
45
分
、
午
後
９
時
〜
10

時
15
分

放
映
局　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合

毛
利
輝
元
公
の
銅
像
建
立

寄
付
金
募
集
中
！

と
こ
ろ　
萩
ス
カ
イ
シ
ネ
マ

入
場
料　
前
売
券
１
０
０
０
円　
当
日

券
１
３
０
０
円

問
い
合
わ
せ　
シ
ア
タ
ー
３
６
５
萩
オ

フ
ィ
ス（
０
８
３
８・２
５・４
８
４
３
）

■
Ｃ
Ｏ
Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ　
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

２
０
０
４
ｉ
ｎ
萩
〜
野
外
ア
ー
ト
フ
ェ

シ
テ
ィ
バ
ル
〜

　
萩
青
年
会
議
所
主
催
で
、
様
々
な
ジ

ャ
ン
ル
の
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
一
堂

に
集
い
、
演
奏
や
展
示
を
し
ま
す
。

と　
き　
７
月
19
日
（
月
）
午
前
10
時

〜と
こ
ろ　
萩
市
後
小
畑　
マ
リ
ー
ナ
萩

問
い
合
わ
せ　

萩
商
工
会
議
所

内
「
萩
青
年
会
議
所
事
務
局
」

（
０
８
３
８・２
５・３
３
３
３
）

■
俥
宿
天
十
平
の
展
示

●
群
言
堂　
夏
の
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｅ

　
綿
・
麻
を
使
っ
た
人
気
の
群
言
堂
の

洋
服
が
初
め
て
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｅ
価
格
で
並
び

ま
す
。

と　
き　
７
月
９
日（
金
）〜
20
日（
火
）

問
い
合
わ
せ　

俥
宿
天
十
平

（
０
８
３
８・２
６・６
４
７
４
）

■
ぎ
ゃ
ら
り
ぃ
彩
陶
庵
の
展
示

●
高
橋
禎
彦
個
展

　
神
奈
川
県
在
住
の
ガ
ラ
ス
作
家　
高

橋
禎
彦
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
７
月
16
日（
金
）〜
22
日（
木
）

と
こ
ろ　
萩
市
呉
服
町　

ぎ
ゃ
ら
り
ぃ

彩
陶
庵

出
版
情
報
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今
年
の
夏
７
月
中
旬
か
ら
、
萩
の
新
し
い
観
光
と
し
て
「
観

光
遊
覧
船
」
の
運
行
が
始
ま
り
ま
す
。
日
頃
の
萩
観
光
で
は
見

る
こ
と
の
で
き
な
い
、
水
辺
か
ら
見
る
自
然
や
堀
内
・
平
安
古

の
歴
史
的
景
観
を
再
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　阿武川河口の三角州に形成された萩城下町。西を橋本川、東
を松本川、そして北を日本海、三方を水に囲まれた「水の都」
ということもできます。これらの水辺には、かつての萩八景が
点在し、風光明媚な表情を今なお残しています。
　３回シリーズで水辺から見た史都「萩」を紹介します。なる
べく低い視点から見るため、シーカヤック上からレポートしま
した。　　　　　　　　　　　　　　　　レポーター　中澤等

　始点は指月小橋。昭和になってから整備され
た萩城の疎水を通る。石垣造りで木々が繁り、
水はまあまあの透明度があり、岩カキや岩に遊
ぶカニや船虫、小魚の姿も見える。

　疎水から橋本川の本流に出たところ。正面に
開ける玉江の漁業集落の家並みと山腹にある観
音院は、なかなか絵になる。玉江は萩八景のひ
とつ。

　玉江の漁港を横目に川を下ると、橋本川が日
本海に注ぐ風景を見ることができる。写真右手
の山は指月山を裏側から見たところ。

①指月小橋付近

　常盤島は人工島で、お城の煤払いをする際、
殿様が一時的に避難した場所を目隠しするため
に築島されたとのこと。秋には風流な観月のお
茶会が開催される。写真は、映画「釣りバカ日
誌 12」のロケに使われた住宅（長屋さん宅）
付近。この先数軒武家屋敷調の家が続く。

④常盤島付近

　河添河川公園前の砂洲。水位が低くなると砂
州が現れ、この場所で天然シジミが手掘りで簡
単に獲れる。専用の貝掘り機を使ってしじみ漁
をする漁師さんの姿も見ることができる。豊か
な自然が残っていることを実感。

⑦河添河川公園前

　萩城下を東西に繋ぐ水路跡の新堀川。昔は川
幅も広く、海が荒れた時にはこの水路を漁船が
往来したという。うっそうと水辺に覆い被さる
樹木。その下には 15匹程度の大型のコイの群
れがいた。写真は新堀川に架かる平安橋を奥の
ほうから見る。

⑤新堀川

　平安古伝建地区内の旧田中別邸・かんきつ公
園付近。武家屋敷の建物も望め、白いしっくい
塀と松並木そして水面とのコントラストが美し
い。この先は、整備された河川公園の緑が続く。

⑥かんきつ公園付近

②疎水〜橋本川 ③橋本川河口部

①

【
レ
ポ
ー
ト
ル
ー
ト
】

■
萩
再
発
見
「
観
光
遊
覧
船
」

②
③

④
⑤

⑥ ⑦
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